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言語学者が詩人と向き合う時

∫.R.FirthによるSwinburneの詩の分析

坂 本 勉

詩人を良く理解する者は､詩人をおいてないのです｡

(Swinburneに宛てたBaudelaireの書簡より

1863年10月10日付､阿部良雄訳)

ロシア出身の言語学者RomanJakobson(1896-1982)の詩学研究は広く

知られており､優れた解説書も多い1｡ しかしここでは､従来それほど注目さ

れることのなかった研究を紹介することにしよう｡イギリスの言語学者John

RupertFirth(1890-1960)は､ヴィクトリア朝の詩人Algernon Charles

Swinburne(1837-1909)をとりあげ､コロケーション(collocation)という

｢分布の原理｣に基づく手法を用いて､その詩語の世界の記述を試みた2｡では

その記述は具体的にどのようになされているのかを簡単に見ていこう｡まず､

B̀eforeDawn'からの次の詩句｡

Delight,therootlessflower,

Andlove,thebloomlessbower;

Delightthatlivesanhour,

1 山本圭一(1989)『ヤコブソンの言語科学1 詩とことば』東京 :執事書房

2Firth,J.R.(1957)RQerinLinguistics,1934-1951.London:0ⅩfordUniversityPress.
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胃語学者が詩人と向き合う時

Andlovethatlivesaday.

ここでは､統合的(syntagmatic)に平行したコロケーションは詩行形(verse-

form)や詩連形 (stanza-form)のひとつの特徴であり､韻律的特徴をなして

いるとFirthは述べている｡つまり､Swinburneの詩は､平行性というひと

つの特徴を持っているということである｡ もっとも､平行した詩行の連続に

よって詩を創る事は､ごく一般的な作詩法であるから､Swinburneにのみ見

られる特徴というわけではない｡むしろ､詩の言語そのものにとって､平行

性 (あるいは､繰り返し)ということが重要な特質であると言うべきかも知

れない｡

Firthは次に､Swinburneの詩に現れる音声的特徴に目を向ける｡ Q̀uia

MultumAmavit'からの下記の詩句において､sty-という頭韻の連続がひとつ

のコロケーションを成すと述べられている.

Ahthebanner-poles,thestretchofstraighteningstreamers

Strainingtheirfullreachout!

こうした特徴的な音の出現は､詩行内の語の推移において主導的な韻律を形

成し､音美的(phonoaesthetic)なレベルにおいて､ある意味を表示している

とされる｡｢音美的｣というのはFirthの造語で､音と個人的･社会的態度と

の関連を述べたものである｡一般に英語においては､str･で始まる語は､long,

lengthening,st71alght,stretchedoutという特性をもつ現象に言及するという

状況で用いられる｡そしてまた､力強く真っすぐに伸びていくような活動と

共に用いられる｡よって､sty-の連続によるコロケーションは､英語文化圏に

おいて､このような音美的意味を持つということになる｡この音美的意味は､

こうした状況の文脈 (contextofsituation)において解釈されるという点に

76



言語学者が詩人と向き合う時

おいて､オノマトペや音象徴 (soundsymbolism)などとは異なる｡

Firthはさらに､Swinburneの詩に特徴的な､ある種の意味的コロケーショ

ンが現れるとして､それらを9つにまとめて論じている｡ ここではその内の

4つを取り上げて示してみよう｡

(1) 関連した語のグループの中に類似した特徴が見出され､多くの対立し､

交錯した対照が見られる｡

Tilllifeforgetanddeathremember,

TillthourememberandIforget.

(2) ひとつのコロケーションにおいて､対極的な意味をもつ語が幾重にも積

み重ねられている｡

…freedomclothedthenakedsoulsofslaves

Andstrippedthemuffledsoulsoftyrantsbare.

(3) 意味的に対立するような特徴を持つ語が平行して出現する｡

Tilldaylikenightwereshady

Andnightwerebrightlikeday;

(4) 同一の基底形から派生した語がひとつのコロケーションの中で用いら

れる｡

…foralittlewelive,andlifehathmutablewings.

ここで例示したものは､Firthが挙げたものの一部であるが､Swinburneの

詩の世界の特徴を示すには十分であろう｡相反するもの､例えば､̀life-death',

ǹight-day'などが共起する｡ここでは､対照 (contrast)と一致 (concord)

とがひとつのものであり､対立(contrary)は神聖なものであるとFirthは述
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べている｡

さて､上で見たようにFirthは､あるテクストを分析する手法として､コロ

ケーションという概念を提案しているのだが､ここまで十分に説明してこな

かったので､少し解説を加えたい｡コロケーションによる意味の定義は､統

合的なレベルにおける抽象化の結果であって､語の意味に対する概念的 ･観

念的アプローチとは直接的には関係しない.例えば､ àss'(ロバ)という語は

次のような文脈の中に出てくる｡

(i) AnasslikeBagsonmighteasilydothat.

(ii) Heisanass.

(iii) Yousillyass!

(iv) Don'tbeanass.

このように､àss'はそのすぐ前にyousillyが付いたり､呼びかけの語やある

個人を指す語句を伴ったりする｡ また､先行する形容詞には制限があり､そ

の主なものは､silly,obstinate,stupid,au)fulなどであり､時にはegregious

も用いられる｡oldよりもyoungの方がよく用いられる. 複数形はそれほど

一般的ではない｡̀ass'という語がこうした慣習的なコロケーション(habitual

collocation)で用いられるということ自体がその意味のひとつであると

Firthは主張している｡これはもちろん､̀ass'の連想的な意味や､暗示的な意

味などと呼ばれるものであるが､要点は､このコロケーションによる意味が

｢分布の原理｣から導き出されるという点であろう｡ こうした分布の特性は､

全ての言語に見られるものであり､十分に確立され習慣化された､音声的 ･

音韻的･文法的な形態がこうした分布の基盤､すなわち､｢文脈｣を与えるこ

とになる｡ つまり､言語的な形態を明らかにするには､そのコロケーション

の解明が必要となる｡同様にして､特定の文学形態､ジャンル､作家を研究
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するためには､コロケーションの考察が不可欠であるとFirthは主張する｡で

は､その文脈的意味について少し考察してみよう｡

Firth(1957:190)は｢意味｣という語の用法について次のように述べてい

る｡ "Theuseoftheword̀meaning'issubjecttothegeneralrulethateach

wordwhenusedinanewcontextisanewword.''語の意味が新しい文脈

ごとに異なったものになるということは､言語表現の意味はその表現自体に

よってではなく､周りの環境によって決定されるということになる｡言語事

象 (languageevents)は話をする人間の創造的行為によって形成されるもの

である｡よって､"Wheneveramanspeaks,hespeaksinsomesenseasa

poet.''ということになる(ibid.193)｡ 詩人として話をするということは､つ

まり､常に言語表現に新たな意味を与え続けているということになるわけで

ある｡

このように､ある言語表現は､常に新しく創り出される文脈の中において

はじめてその意味を獲得することになる｡そこで､Firthの意味論は言語表現

を文脈に関連づけることを目的とすることになる｡文脈的意味とは､最終的

には､文化の文脈 (contextofculture)に対して言語が持つ機能的関係のこ

とである｡ただし､文化の文脈に至るまでには様々なレベルの文脈がある｡

それは､ある文が発せられる時の社会的 ･個人的な ｢状況｣の文脈､ある語

の意味を決定する ｢文｣という文脈､ある音声的 ･韻律的情報が埋め込まれ

ている文脈などである｡例えば､アメリカ人がある種の話し方をするという

ことは､その人物の音声的な意味のモード (phoneticmodeofmeaning)の

一部であり､それはまた､アメリカ人であるということの意味の一部(partof

themeaningofanAmerican)でもあるとFirthは述べている｡

では､Swinburneの詩をより高次の文脈に置くということは､詩人の伝記

やその時代の歴史的背景などを考慮しなければならないならないということ
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なのであろうか｡あるいはそうなのかもしれない ｡Firth自身はそれを否定は

しない｡しかしそれは文学史家の仕事であって､言語学者の仕事ではない｡

いくつかの詩句を基にして､ある種の ｢詩人の哲学｣といったものを他の表

現で表し､それをSwinburneに帰せしめること､つまり､Swinburneの詩の

哲学を論ずることも言語学者の仕事ではない｡また､言語学者の仕事は､審

美的評価や文学的評価を企てるものでもない｡言語学者の仕事は､言語学的

な観点からSwinburneの詩語を研究することにより､その平行性 ･音的特

徴･意味的特性などを示し､｢Swinburne語｣とでも呼ぶべき個人語(idiolect)

的な特徴を明らかにすることである｡それは､あるひとつの言語の音声 ･音

韻･文法的な形態を記述していくことと同じである｡つまり､Swinburne語

という未知の言語の特徴が記述されていくのである｡Swinburneの詩の評価

でもなければ､その批評でもない｡Swinburne語とはどのような言語なのか

を明らかにすることがFirthの目的である｡この目的は､文芸批評などの用語

は一切使用せずに､また､伝記的背景などに言及することなく達成されるの

である｡

では､詩人と向き合う時の言語学者の仕事は非常にストイックなものであ

るということであろうか｡ある意味そうであろう｡ しかし､Swinburneの詩

の言葉の意味は､Swinburneの詩の中にしか存在しないというのは至極あた

りまえのことである｡Swinburneの詩を理解するということは､その詩を

｢Swinburne語｣というひとつの言語の中に置いて見るということである｡

例えば､｢英語｣という文脈では､ ǹight'の意味のひとつは､それが d̀ark'と

共起 (collocate)するということであるが､｢Swinburne語｣という文脈では

b̀right'と共起する (Andnightwerebrightlikeday)｡ 当時の文芸評論家

は､こうした撞着語法を単なるレトリック (mererhetoric)であり､無意味

(nonsense)であるとしか見ていなかったとFirthは述べている｡ そうした

的外れの批評が出てくるのは､｢Swinburne語｣という文脈全体の中において

詩句を理解していないからである｡例えば､ある人が ｢生きているか死んで
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いるか｣はどちらか一方の状態が選択されるのであって､両方を結合して｢こ

の人は生き､かつ､死んでいる｣ということはナンセンスである｡ しかし､

このような現実世界の樫椿を超えて､｢Swinburne語｣においては､様々なイ

メージが自由に結びつく世界が語られるのである｡Swinburneという詩人が

語った言葉を理解しようとすれば､｢Swinburne語｣の辞書と文法書が必要不

可欠である｡言語学者が詩人と向き合う時､彼はひとつの未知の言語に向き

合うのである｡
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